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w．玄海原子力発電所周辺の環境保全のための植生学的提案

1．環境保全林形成の意義

　玄海原子力発電所の位置する佐賀県東松浦郡の攻松浦半鳥一帯は，玄海国定公園として主に海

岸を中心とした自然公園にも指定されており，美しい海岸線と豊かな自然環境に恵まれた地域で

ある。また歴史的文化的にも大陛にもっとも近く，古くから文化交流の場とLて重要な地域でも

あり，各地に多くの史跡をも残している。

　玄海原子力発電所は，このような豊かな自然環境を破壊することなく自然環境の保全をはかり

つつ，さらには周囲の自然環境との調和を求め，よく盤かな自然環境の育成が望まれる。

　ここでは，玄海地区一帯の自然環境の保全，および自然環境の創造・育成について植生学的調

査研究を基礎とした講提案を捉示した。

　1）環境保全
　環境とは気候，地形，土壌等の無機的環境要困とともに生きている植物や動物などの有機的環

境要因の総和の結果である。したがって，我々人間が住宅，橋，工場等の様々な構築物を作った

り，破壊したりする土木・工学的な無機物を対象とした咋業とは本質的に異なる都分がある。す

たわち，生きている動植物をも含めた環境の形成育成には，今日のどんな科学や技術をもってし

ても，一定以上の生物的な時間なくしては出来得ないのである。さらに，一度破壊した自然環境

の復元はきわめて困難である。

　したがって，原子力発電所，その他の建築物造成等の土地利用に際しては，まず第一に，現在

ある自然環境の破壊を最少隈度に止める方策が必要となってくる。この保全すべき自然環境の質

の判定の胃安として，直接視覚的にも観察可能な植生，すなわち現存植生を利用することがもっ

とも有効な手段である。すなわち，自然度の高い械生域ほど豊かな自然環境が保持されていると

一般にはいえることから，この玄海地区において，もっとも自然度の高い植生であると考えられ

るスダジイ，タプノキなどの常緑広葉樹類を中心とした自然植生の高木多層林等が，まず第一に

保全の対象植生域となるべきである。また玄海地区においてもスダジイ，タブノキの二次林，マ

テバシイ，スギ，ヒノキ等の人工造林地，あるいはススキ草原や雑草植物群落などと，多様な植

生が現存植生として生育している（植｛＝ヒ単位の項参照）。これら比較的自然度の低い二次林，低木

林，人工造林，草本植物群落もそれぞれ環境育成の重要な一翼を担っている。とくに都市部，人

口集中地などではこれら比較的自然度の低い植生の相対的な価値が高まっている。したがって，

計繭される土地利用計酬こ際しては，可能な限りの現存櫨生を保全し，自然度の高い植生に対し

ては適切な植生の保全策を，自然度の低い植生に対してはより豊かな緑地とする為に積極的な育
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成策が望まれる。

　2）環境の創造・育成

　土地利用に際して最少隈生じる環境破壌，すなわち，斜面ののり面や造成裸地，櫨生の破壊，

捜乱に対して，すみやかに，可能な隈りの環境の固復，育成の方策が必要である。

　ここでは原予力発電所建設に際して生じる斜面ののり面，造成裸地に対する環境の図復・育成

を中心として以下に指針が示された。

　（1）潜在自然植生関の利周

　ここでは玄海原子力発電所構内，およびその周辺地域（約1k㎜範囲内）を例として考察された。

環境圓復の第一歩としての植生復元は，豊かな魯然環境を指標する禽然度の高い森林植生を国ざ

すべきである。しかし，現突的には植生の復元すべき土地は造成裸地や，遷移的にきわめて低次

元の植生が存在するだけであり，復元すべき植生のイメージを把握することは不可能である。

　また，復元すべき自然植生は，その土地圏有の気候風土に含致した森林櫨生でなけれぱならな

い。Lたがって，ここでは広域的な現存植生の植生調査の結果から導き出された，その土地の潜

在的な自然植生を地図．1二に摘いた潜在自然植生関の利用が望まれる。すなわち，潜在菌然植生図

によってぬり分けられた植生域に応じて，復元すべき植生の種類（タイプ）の選択と適切な方法

が施されねぱならない。

　3）潜在自然植生を基礎とした植栽立地図の禾胴

　潜在嘗然植生図は，潜在自然櫨生の概念そのものが，残存Lている現存植生のタイプと環境と

の対応関係から理論的に類推された植生をいうものであるために，一般的には大縮尺の地形図上

に表現する潜在自然植生図のf乍成は困難であり，無理が生じてくる。また，土地の人為的撹乱の

影響が大きい地域程困難であるといえる。

　したがって，一定の狭い地域に対する土地利周の為の基礎図として，あるいは緑化復元計顧の

基礎関としては，その土地の利刷…嚇に応じた，潜在自然植生の概念を基礎とした立地図の作成

が必要とたってくる。ここ玄海原子力発電所構内，およびその周辺域に対しては豊かな環境の創

造・育成を目的とした縁地，環境保全林形成のための植栽立地図（潜在自然植生を基礎とした植’

栽立地図参照）が作成された。
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Fig・75、マテバシイを主木とする残存植生域（植栽立地図凡例2に相当する）．

Noch　erhaltene　Vegetation　von肋5伽｛α〃1〃∫，entsprechen〔l　Legende2齪u王der

Karte　der壬自r　Bepflanzuηg　gee1gneten　Arten．

Fig，76．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議

メダケおよび常緑広葉樹類の再生二次低木林域

（植栽立地図几例2に相当する）．

！〕〃o〃α∫工〃5∫主〃ω〃｛｛und　verjむngter，sekun出rer，immergr触er　Njederwa1d，eutspreclユend

Legende2舳王der　Karte　deエ拙r　Bep±1anzung　gee1gneten　Arten一
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　　Fig．77．比較的緩傾斜地ののり面，外来牧草の吹きつけがおこなわれている

　　　　　　　　　（植栽立地図凡例3に棉当する）、

Au壬den　s註nften　H揃gen　wurden　aus王蓋ndische　W三es巴nsamen　angespr三tzt，entsprechen〔l

Legende3au｛〔ler　Karte　der　f肚Bep｛1anzung　geeigneten　Arten．

　　　Fig．78．クズが’繁茂しているのり圃の一例（植栽立地凡例3に棉当する）一

Mit　P三〃伽伽／oろα肋（licht　bedeckter　Hang，entspreehend　Legende3au｛der　Karte　der

紬r　Bep壬互mzung　geeigneten　Arten、
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嘩筆簿製山」申紳ふ和　∵・

　　　　Fig．79．自然の海岸風衡地，岩塊地（植栽立地図凡例4に相当）・

Nat肚｝iche　windgeschorene　Fe／skむste　entspree一蛇n〔三Legen（1e4au圭（王er　Karte（Ier｛肚

Bep｛1anzung　geeigneten　Arten・

鎧鱒

　　　　Fig．80．人工的にカットされた岩塊の露■出1した急傾斜地のり面

　　　　　　　　　　（植栽立地図几例5に相当する）．

Durch　kむnsthche　E三ngr服e　entb｝δ8ter　steiniger　SteiHユang，entspreehen〔l　Legen（ie5auf

der　Karte　der紬r　Bepf1帥刎ng　geeigneten　Arten一
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　　　　　Fig．8ユ．人工的に作られた岩塊の露脳した急傾斜地のり面

　　　　　　　　　　（櫨栽立地図凡例5に相当する）．

Kもnsthch　en士b16Btes　Geste…n　au壬e三nem　Ste訂hang，entspreehend　Legende5au｛der

Karte　der価r　Bep壬1anzung　geeigneten　Arten．

　　Fig．82．岩層，砂土の搬入された造成地（植栽立地図児例6に相当する）・

K岱nst互…che　Kies－und　Sand－Au｛sch枇tung，entsprecbend　Legende6au王der　K蹴te　aer

揃r　Bep｛1anzung　geeigneten　Arten．
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鱒鰯…姦．

　　　　　Fig．83、砂土の搬入された造成地（植栽立地図凡例6に相当する）、

K遺nst－iche　S註n（1－Au王schtittung，entspreci蛇n（l　Legende6aしlf　der　Kaエte〔ler価r　Bepf1齪nzuI鳩

gee19neten　Arten一

　　　　　　　　　Fig．84．人］二猪礫地（植栽立地図凡例8に棉当する）．

K意nst1icile　Kies－Auisch猷tung，entsprecl］en（王Legende8au玉de正Karte　der艶r　Bepf｝anzung

geeigneten　Arten．
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　　Fig．85、コソクリート壁とコソクリートで吹き付け処理されたのり面

　　　　　　　（植栽立地図凡例ユOに棉当する）．

Betonwan〔1un〔l　mit　betonbespri耐er　Hang－entsprechen（l　Legende　lO　au｛〔ler　Karte

（ler純r　Bepnanzung　gee三gne士en　Arten一

2．環境保全林形成の具体的な提案

　玄海原子力発電所構内，およびその周辺域においては，人］二的に形成された裸地や荒地はもと

より，発電所の諾施設周辺に対して，豊かな環鏡の育成の基礎となる多層社会の緑の環境保全林

の形成が望まれる。

　1）植栽立地作り

　環境傑全林の形成には，環境傑全林を支えるべき土壌が適切であることが前提条件である。と

くに，玄海原子力発電所構内においては基装ほたは風化母材の露出地あるいは砂礫の搬入造成

地など、高木林の多層獅落を維持できる土壌的立地をすでに欠いている場所が多い。したがって，

環境保全林形成の第一段階とLて，有機質土壌である表層土の遼元が必要である。

　また，さらに，水はけの間趨が生じる平坦地では，川土や砂礫土を厚さ約50cm以．卜盛り土し，

マウンドを形成した上に表囑土の遼元をする方策が望まれる（Fig－95参照）。
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差ミ燭d一｛蟻さ20～30cm）　　　　　山土，石少ゴ　（｝茅さ50cm以π）

～：。tte・bodeη　　　　　　A・fs・h竈tt㎜g
（Ober20－30c㎜djck）　　　　　　（φer50cm　dick）

　　　　　　Fig－86．櫨栽立地の模式図、

Schematische　Darste1三ung　der　neuen　Bep｛ianzul］9s舳che一

　2）植裁樹種の選定

　環境保全林は，その土地固有の気候，風土に合致した多層杜会の森林植生の形成を国ざすも

であり，したがって，植栽樹種は，その土地にあった潜在自然植生構成種群（郷土種）の中から

選択されねぱならない。

　その土地の潜在自然植生にあった環境保全林の形成は，郷土景観の復元，育成につながるとと

もに，後臼，緑地に対する管理がほとんど不要であるという合理性をも脅わせて有している。

　玄海原子力発電所構内およびその周辺域におげる具体的な各潜在自然植生域の植裁可能種につ

いてはTab．76～79にまとめて示された。

　3）植　　　栽

　環境保全林形成のための植栽には，成木植栽法とポット苗等による荷木植栽法があげられる。

成木植栽方法は，隈られた狭い面積内への植栽には宥効であり，とくに者肺都などで短期間内に

一定以上の緑地形成の必要がある場合におこたわれる。また茜木植栽方法は都市郊外の広域的，

大繭積地への植栽手法として有効である。また成木櫨栽方法では，移植植栽することから，樹勢

が衰え，植栽木の活着，生長，管理の面で難点が多い。落木植栽手法では植栽初期のみぱえと緑

地効果に難点があるものの，数年後以降では生長，管理，緑地効果等多くの面で利点が多い。し

たがって，ここでは硲木櫨栽法を例として述べる。

　ポット蒋で代表される蒋木の植栽には，将来高木層を形成する潜在自然植生の構成種の苗木を

可能なだけ密植するように，緑地形成予定域に全圃に植栽する。若い蒋木は初期の期間は，やは

り弱体であることから，土壌表面の水の蒸散防止，雑草の繁茂の防止の意味から敷ワラによるマ

ルチソグをおこなうことが望重れる。植栽する菌木の種類は，各潜在自然植生構成種群の中から

できるだけの多数の種群を混生することが望まれる。また潜在自然植生構成種群の中でも低木層，

草本層，とくに草本層の構成種獅については，植栽する必要はなく，植栽された樹木類が成長し，

樹林が形成されてくるにつれて虜然に，侵入，生育してくることが期待される。
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　：ぽ　　メξ　イ象

ZukOnft…ges　Bild

Ω汐
o　o Q0のoooΩoΩ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　　　榊栽泊1後
Gle｛oわn三1ch　der　Pf】柵zun9

　　　　Fig．87．境界環境保全林断面模式図．

Schem註tische　Darste1lung　der　Umwehschutzw置Mer一

　　　　　　　　　　　　　Tab．76．ジャヤナギ群落域植栽適性植物一覧表．

　　　Obersichtstabe11e（ler　geeigneten　Arten紬r　das8α〃エθプ｛oωψα一Gese王1scha壬ts－Geb1et．

階　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楠　　　　　稼　　　　　適　　　　　種

　　Sch1cht　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　geelgnete　A■ten

亜高木層1低木層

　Bau皿schicht，

Strauchschicht

3α〃工ωづ06α1ψ疵

3α〃工｛〃旋gブα

ジャヤナギ’

イヌコリヤナギ

草　　本　　層
　K王舳tschicht

一〃1プαg〃工｛蛇∫伽4∫〃η〃∫

Cα？I侶皿”砂α王αα

月01ツ厚舳・〃りψ舳主α41〃

τη01α　螂召r‘α〃！∂血

ヨシ

カサスゲ

シロパナサクラタデ

ツボスミレ
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　　　　　　　　　　　Tab．77．オニヤブソテツーハマビワ獅集域植栽適性植物一覧表．

　　　　　　　　　　　　　むbersjchtstabe王1e　der　gee19neten　A工ten舵r（las　C　y　r　t　o㎜1o－

　　　　　　　　　　　　　L　j　t　s　e　e　t　u　m　j　a　p　o　n　i　c　a　e－Gebjet一

　　　階・、・1、・t層≡　　　　、、蕊、、t、盗、、種

丁…∵……「止一伽㍍ク；舳　　一……■■■　■■■一マビワ…■L
　　St工舳chschヨcht　　　五〃o仰〃〃’∫加ノ〕o〃ゴα‘∫　　　　　　　　　　　　　　マサキ

　　　　　　　　　　　　　　　　　1〕〃o砂oブ〃〃けo凸わ・α　　　　　　　　　　　　　　トベラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　乃”つ’α6”1伽召’ゴ””α　　　　　　　　　　　　　　ハマヒサカキ

　　　　　　　　　　　　　　　　　厄／αεα8’〃バ　〃1口α・0少／互ツ〃α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオバグミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　c”〃ε〃α．ナα仰”’‘旭　　　　　　　　　　　　　　　　ヤブツパキ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ハゴαバε1・3αα　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌビワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　！；～ロゼ”9””5！，””9ε”’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナワシログミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　Cf〃1α1〃o舳〃〃ノαψo〃’α〃〃　　　　　　　　　　　　ヤブニッケイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　∫せ／工勿ワ”0／‘ψ｛∫1””加””α　　　　　　　　　　　　　　　　シャリソパイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ”！砂ぴ”5，’主8’”α　　　　　　　　　　　　　　　　ネズミサシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　戸，〃〃∫〃エ〃一み81・9〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロ・マツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　R0∫α’〃〃〃ぴZ0プα　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノイパラ

　　　　　　　　　　　　　　1舳ゴり伽／α。　　　　　ヤツデ

草　本　鰯1ハα1プ1ψ・りψ・・1α舳　　　　　　　ツワブキ
　　　K削tschicht1Hε6舳伽”ムω　　　　　　　キヅタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　Cγ・エo〃エ｛“〃！ノ｝エ1α吻’〃1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オニー、テブソテツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　TプαC乃310砂311”1”’”ω｛励’α”πVaL｛η肋’”犯必””正　　　テイカカズラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　M主κα”””．｛．宝’”3”沁　　　　　　　　　　　　　　　ススキ

　　　　　　　　　　　　　　　1　〃1プo仰μα妙ψ11ツ肌1　　　　　　　　　　　　　　ヤブラソ

　　　　　　　　　　Tab．78．クチナシースダジイ滞落域植栽適性植物一覧表．

　　　　　　　むbersichtst註bel1e（ler　geeigneten　Arten紬r由s　Gαプゐη｛αノω1｝1主〃o〃ωf－

　　　　　　　2・ブα〃6’ジω一α一C伽1伽ψ3主∫α’∫がゐ肱var、曲凸o～”主一Gesellscha｛士一Gebiet．

階・舳層1　．＿＿・・藷・・t・蕊・種

高　　木　　層
　】3aurnSC】ユヨCht

Cω伽o〃∫αゆ〃α肋va・．∫肋o〃〃

Q〃伽洲9／伽κπ

〃ωc〃〃肋∫主∫

R王3伽加〃〃〃j

肋∂・仁α仰・1〃ω・ψ／り1〃ω

必1ブ～・“’〃凸ブα

〃0伽吻〃∫∫ツZW∫カ’主∫Var。〃ψ伽バ

ル〃肋91・α

スタ“ジイ

ァラカシ

ナナメノキ

マテパシイ

イヌマキ

ヤマ壬モ

ホノレトノキ

壬チノキ

低　　木　　鰯1
St。註。。h。。h1．ht　l

P肋仰・舳励わ・α
万〃〃1ツ〃〃～砂oηゴcμ苫

ル肋・0ψα〃ωエヅぴ｝肋∫

Cα〃ω伽切0〃ゴ・螂

トベラ

マサキ

カクレミノ

ムラサキシキブ
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草　　本　　層
　王くralltsch…cht

Cα〃cαψα〃ω〃∫

ル⑭ブ曲惚∫‘9〃｛フ〃

／ηα‘∫直ブ‘cfα

且〃ツα5ψo〃たπ

亙1〃αg〃ω8伽凸プα

Gαブ伽〃α伽〃1主η・三∂ω｛一g1伽♂伽プα

αγ棚兀oろα∬主α

ノ1，・4｛3圭αα一θ〃α工α

1乃あ！〃・〃〃〃里αt｝αろ〃是｛

jv‘o〃工舵α5‘プた‘α

〃9！舳’舳ゴ砂0〃｛α舳

Cω〃〃りψo〃6rα

的〃ψ～0伽2王κ肋

Dlγμ・心3・ψ〃・・∫・ザα

D’ツoψ犯ブ主∫あ主∬召ガ”’α

ハαげ〃9〃〃1ゴψoηた〃〃

Aブ淋主り砂0〃6ω
H3∂εプαブ’！o〃一あ3α

T・W〃0吹・・〃・1〃伽〃圭αl

Tフπ1ツ少犯プゴ∫蜆α‘〃工加α肋

Cαプ‘工ゐプ！〃〃一ω

〃一砂・μα妙伽〃α

0〃1主oψogωり砂o〃圭α＾

W・・幽αブ・伽〃・o加｛α1

一Var、｛〃κr〃蛇∂三〃〃1

ヤブムラサキ

タイミソタチパナ

イヌビワ

ヒサカキ

ツルグミ

クチナシ

ハクサソボク

マソリョウ

サソゴジュ

シロダモ

ネズミモチ

ヤブツパキ

クロキ

ベニシダ

ヤマイタチシダ

ツワブキ

ヤブコウジ

キヅタ

テイカカズラ

ホシダ

コゴメスゲ

ヤブラソ

ジヤノヒゲ

オオカグマ　　　　　；
　　　　　　　　　　　　　　　．一」．」

Tab．79．ムサシァブミータブ獅集域の植栽適性楠物一覧表．

むbersichtstabe11edergee1gnetenArtenf廿rdasArisaemato

r1ngent玉s一〕V［achiletumthunbeエgii－Gebiet。

階　　　　層1
Schicht

高　　木　　層

　BaumSCh1Cht

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栽　　　適

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　geeignete　Aτten

月ぴjω肋砒ηあ〃苫I主主

C伽肋〃〃∫αψ肋蜆var一∫肋o1〃

C｛η〃”〃・1舳〃りαクα伽〃〃

Po∂oω1仰‘∫〃王ααガ〃1ユ〃洲

H‘〃δαcoc万わκ1工わ王3η5｛∫

Pブ砒〃〃∫岩ψψ31｛”！蜆

〃たん61加む0〃ψプε∬α

P蜆∫α1一｛α33〃〃∫

ハαgα榊α〃α〃〃10〃ω

メψ1工α〃α〃肋‘α砂”’α

〃α伽ω仰∫∫ψ肋一三3V・r一〃抄伽バ

刀3ユブo工〃〃∂α

種

タ　ブ

スダジイ

ヤブニッケイ

イヌマキ

ヤマモガシ

バクチノキ

オガタマノキ

マテパシイ

カラスザソショウ

ムクノキ

赤ルトノキ

クロガネモチ
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低　　木　　層
St工auchschicht

草　　本　　層
　I〈rautschicht

肋f∫｛り砂o〃｛ごα

亙〃1ツり砂0〃｛ω

Aκ泌αゴ砂…圭ω

灼ブ曲〔88’〃｛1！〃

V伽ブ舳〃り砂0π圭ご舳

ア肋0功0榊・〕0肪α

肋0仰〃舳仰0〃1α・∫

〃∫8り砂0〃主ω

！）ψ閉ψツ〃1〃旭〃ゴ∫〃1α舳”

G〃伽｛りα舳｛”O｛6召∫壬一£’榊1彬Z0榊

1〉と01｛主5εα　5召プ｛0侶α

〃91肋1！〃〃ゴ砂伽｛む〃〃

Cα〃〃”αノ砂o〃｛ω

ル〃み0卿ηαエエr柳∂〃j

8ツ〃ψ10ω31・κ肋

〃αパε1・‘αα

Wあ！〃・舳〃｝α洲α加是｛

ヤツデ

ヒサカキ

アオキ

タイミソタチパナ

ノ・クサソポク

トベラ

マサキ

ノ・マビ’ワ

ヒメユズリハ

クチナシ

シロダモ

ネズミモチ

ヤフ“ツパキ

カクレミノ

クロキ

イヌビワ

サソ］“ジュ

0ψ〃ψogo〃ゴαろ〃プ伽

んづ3ω〃αr加g3〃∫

R召主閉ご加αC伽・〃召α

p伽・肋4舳一α

Cツ・伽〃｛舳μ・刎！〃〃

〃ブ10卿μα榊ん〃α

0〃1三ψogo”5砂o珊主αバ

λプα61工η｛oゐ∫”づ31切肋

丁附1！芭10抑プ1舳〃正伽主励ω〃王Va・一｛肋1り〃泌舳

ノシラソ

ムサシアブラ

キチジョウソウ

フウトウカズラ

オニヤブソテツ

ヤブラソ

ジヤノヒゲ

ホソバカナワラビ

テイカカズラ

植栽の時蜘ま新芽の活動の始重る前の3～5月が適期と考えられる。砿木の移榔こ好条件の日

々が続く梅雨期（6～7月）以榊こ終るように言’幅・実施することが理想的である。
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摘　　　要

　佐賀県東松浦半島を中心とする半径約30k㎜の範魑の地域について植生調査および植生図化が

おこなわれた。この報皆は！972年以降，1979年までの調査資料の集大成として重とめられた。植

生調査資料は常緑広葉樹林約270カ所，その他の植生についても約350カ所におよんでいる。それ

ら植生調査資料は，植物杜会学的組成表作業の結果32群集，56群落その他6植栽林にまとめられた。

　本調査地域の植物群落と，その植生体系は次頁以下のようにまとめられる。

　自然植生としての常緑広葉樹林は6群集，3群落が認められた。ムサシアブミータブ群集が玄

海灘沿捧域および壱岐を含む各島蜘こも生育していた。ミミズバイースダジイ群集は九州本土の

標高約300m以下の低地に生育しており，もっとも広い分布域を示している。標高約300から500

mの山地ではイスノキーウラジロガシ群集が占め，標高500m以高の山地ではシキミーモミ群集

に属するアカガシ林が発達している。

　クチナシースダジイ群落は尾根部の乾性立地上の土地的終極禍として発達している。またムサ

シアブミータブ群集，ミミズバイースダジイ群集の代償植生として二次的に広く分布している。

ハクサソボクーマテバシイ群落は，沿津域にとくに多く，二次林や一部薪炭林としての植栽林が

多い。また沿牽においては，岩上，強風衝地のマサキートベラ群集と，オニヤブソテツーハマビ

ワ群集の両群集が風衝低木林として立地的に住みわけて発達している。

　この地区における最高標高地は作礼山887mであり，植生帯としてのブナクラスは発達してい

ない。

　低木，草本植物群落では，低湿地でのジャヤナギ群落をはじめ，クサギーアカメガシワ群団の

各群落，ノイバラクラス，ハマゴウクラス，ハマボウフウクラス，ススキクラス，ホウライシダ

クラス，ウラギククラス，ヨシクラス，ヒルムシロクラス，ヨモギクラス，オオバコクラス，オ

カヒジキクラス，ハマツメクサクラス，イネクラス，タウコギクラスのユ8クラスに及ぶ多様な植

物群落が発達している。

　以上の植生単位を基礎に植生図作成指針を作成し，植生図化が行われた。

　現在植生図は，玄海地区30km範卿こついて，縮尺1150，000の地形図上に現存植生の具体的

な配分が描かれた（Karte　I）。さらに，玄海原子力発電所を中心とする半径1kmの範囲につい

て，現存植生図，潜在自然植生図（Kar芝e　II，III）がそれぞれ縮尺夏：1，000の地形図上に，よ

り精度高く示された。

　以上の現地における玄海地区の広域的な植生調査の結果と，各縮尺の現存および潜在自然植生

図を基礎に，玄海原子力発電所周辺の環境保全に対する生態学的な考察と環境保全林形成のため

の臭体自勺な提案が植栽立地図（！：！，000）（Kaエte　IV），および植栽可能樹種一覧表（Tab．76～

79）と共に示された。
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！．　ヤブツバキクラス

　ヤブツバキオーダー

　　ヤブコウジースダジイ群圃

　　　アコウータブ鮮落

　　　ムサシアブミータブ群集

　　　ミミズバイースダジイ群集

　　　クチナシースダジイ群落

　　　ハクサソボクーマテバシイ群落

　　　マサキートベラ群集

　　　オニヤブソテツーハマビワ群集

　　サカキーウラジロガシ群則

　　　イスノキーウラジロガシ群集

　　　シキミーモミ群集

2．　ブナクラス

　コナラーミズナラオーダー

　　ケヤキ群団

　　　ヒメウワバミソウーケヤキ群集

　　イヌシデーコナラ群団

　　　コナラ群落

　　　モミーアカシデ獅落

　　　アカシデ群落

3．　オノエヤナギクラス

　コそチマソネソグサータチヤナギオーダー

　　　タチヤナギ群団

　　　ジャヤナギ群落

　　ネコヤナギ群団

　　　ネコヤナギ群集

4．　ノイバラクラス

　　　クマヤナギームベ群落

　　　ツルコウゾーウツギ群落

　　　ジャケツイバラ糠落

　　　ツヅラフジーノイバラ群落

　　　ヒルガオーノイバラ癬落

　　　カソコノキ群落

　　　チガヤークズ群落

5、　ハマゴウクラス

　ハマゴウオーダー

　　ケカモノハシーハマゴウ群団

　　　チガヤーハマゴウ群集

　　　イワタイゲキ群落

　　　ハマオモト群落

6．　ハマボウフウクラス

　ハマボウフウオーダー

　　コウボウムギ群団

　　　ハマグルマーオニシバ群集

　　　スナビキソウ群落

　　　コウボウシバ群落

7．　ススキクラス

　ススキオーダー

　　ススキ群団

　　　メガルカヤーススキ群集

　　　ホウキギクーススキ群落

　　　チガヤーススキ群落

　　ボタ＝■ポウフウ群団

　　　ハマベノギクーダルマギク群集

　　　ヒゲスゲーススキ群落

　シバスゲオーダー

　　シパ群団

　　　ツボクサーシバ群集

8．　ホウライシダクラス

　ホウライシダオーダー

　　ホウライシダ止群団

　　　イタチガヤーハマホラシノブ櫛落

9．　ウラギククラス

　ナカ“ミノオニシノミオータ■一

　　ナガミノオニシバ’群団

　　　フクド’群集

　　　シバナ群落



！0．ヨシクラス

　…1シオーダー

　　ヨシ群団

　　　ヨシ群落

　　　マコモ群落

　　　ヒメガマ群落

　　　シオクグ群集

　　　ヒトそトススキ群落

　　オギーヨシ群団

　　　オギ群集

　　セリークサヨシ群団

　　　セリークサヨシ群集

　大型スゲオーダー

　　ホソバヨツバムグラー大型スゲ群団

　　　カサスゲ群集

　　　アキカサスゲ群落

　　　チゴザサーヤマアワ群落

11．ヒルムシロクラス

　　　ヒシ群落

　　　ジュソサイ群落

12．ヨモギクラス

　ヨそギオーダー

　　　オニヤブマオーハマウド群集

　　　ハマダイコソ群落

　　　ツクシキケマンークサスギカズラ群落

　　　オドリコソウーカラムシ騨落

　　　イタドリ群落

　　　ヨメナーヨモギ群落

！3．クラス未決定

　オオバコオーダー

　　カモジグサーギシギシ群団

　　　ギシギシ群落

　　ミチヤナギ辮団

　　　カゼクサーオオバコ群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　179

！4　オカヒジキクラス

　オカヒジキオーダー

　　オカヒジキ’群団

　　　ハマヒルガオーオカヒジキ群集

　　ホソバノハマアカザ群団

　　　ツクシキケマソーツルナ群落

　　　マツナ群落

15　ハマツメクサクラス

　ハマエノコローハマツメクサオーダー

　　ハマエノコローハマツメクサ群団

　　　ハマエノコ冒一ハマツメクサ群集

16　シロザクラス

　ツユクサオーダー

　　カヤツリグサーザクロソウ群団

　　　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　コミカソソウーウリクサ群集

　　　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク

　　　群落

　　　マツヨイグサ群落

！7　イネクラス

　タマガヤツリーイヌビェオーダー

　　イネーイヌビェ群団

　　　ウリカワーコナギ群集

！8　タウコギクラス

　タウコギオーダー

　　スズメノテッポウ群団

　　　ノミノフスマーケキツネノボタソ群集

　　オオクサキビーアメリカセソダソグサ群國

　　　コアカザーオオオナそミ群集

　　　ミゾソバ群集

　　　ホソバノウナギツカミ群落

　　　ヤナギタデ群落

　　　ホソバイヌタデ群落

　　　シロバナサクラタデ群落
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19一上級単位未決定の群落

　　クサギーアカメガシワ群団

　　　カラスザソショウーアオモジ群落

　　　ネムノキ群落

　　　アキニレ群落

　　　コウゾ群落

　　アゼナ群団

　　　アオテソツキ群集

　　　マツバイーヒメホタルイ群落

　　　ミツデウラポシーイワタバコ鮮集

　　　イソヤマテ1■ツキ群集

　　　ノグルミ群落

　　　ハマボウ群落

　　　トキワススキ群落

　　　ダンチク群落

　　　ベニバナポロギクーダソドボロギク群集

　　　イヌビューホウキギク群落

　　　チガヤーヨシ群落

　　　その他

20．植栽林

　スギ・ヒノキ・サワラ櫨林

　アカマツ植林

　クロマツ櫨林

　モウソウチク・マダケ林

　メダケ群落

　ミカソ果樹園・茶畑
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Zusa狐menfassung

、「eget＆tion　des　Ge氾kais　und　seiner　i二rI1工geb氾江g

　　　　　　　　　　　　　　　in　NW－K岬sh双

VOn

Akira　M1夏YAwAKエ，Yasushi　SAsAKI，Shigetoshi　OKUDA

Kuniko　TsURUMAKユ，Lyuichi　M玉N0wA　und　Kunio　SUzU蛆

　　　　Au壬der　Halb王nse！mgashi㎜atsu岨a　in　der　P正鉦ektur　Saga　a1s　Mittelpunkt　und　in三hre

U㎜gebungsbereich　mit　etwa30k㎜i皿Radius　wurde　eine　vege倣ionskundliche　Unte王such－

ung　d口rchge舳hr士．Vonユ972b1s1978haben　wir　i㎜diese犯GebieH加Gei自nde270vege言a－

tionskund1iche　Aufnah㎜en　von　immeエgrOnen　Laubw互王dem　und　etwa350von　den　an（1eren

Pf1anzengeseuschaften　gemacht．Diese’Vegetationsaufnah㎜en　wurden　zu　einzelnen　Gese11－

schaftstabellen　sowie　zu　Ubersichtstabe1len　vereinigt，die　wiエunter　Be沌cksichtigung　der

angrenzenden　Gebie主e　und　der　bis　jetzt　publizierten　entspエechenden　Gese11schaftstabenen

刎sa㎜触engeste肚haben．Bis　jetzt　w岨dεn　三m　Untersuchungsgebiet32Assoziationen，56

ihnen　entsprechende　rang1ose　Gesellscha｛ten　und　6kOnstlich　beg汕ndete　Gesenscha壬ten

gefunden．

　　　　Der　derzeitige　Stand　unserer　Untersuchungen　erlaubt　das　folgende　System　der　P壬1an－

zengesellschaften価r　den　Genkai　md　seine　Umgebung　vorzulegen：

　　　　Als　nat養rliche　Vegetation　wurden　innerha玉b　der　i㎜㎜ergrunen　Laubw刻dem6Assozia一

ξionenund3rang1oseGese1王schaftenerkannt．DasArisaematoエingentis－Machile－

tum　thunbergiikommti㎜K首stengebietanderGenkainada1mdaufderInse1I王（iv0L

Das　Symp1o　co　g1au　cae－Castan　ops　ietum　sie　bo1dii　w査chsξauf　niedrigen

Hugeln，im　Plateaugebiet　un（l　auch　im　Bergland　unterhalb　von300m　NN，狐it　weiterem

Verbreitungsgeb三et　in　Kyushu．I㎜Gebifge　w査chst｛n　Hδhen　von300＿500m　NN　das
D　i　sセy　l　i　o－C　y　c　l　o　b　a　l　a　n　o　p　s　i　e　t　u㎜．むber500m　NN　entwickelt　sich　ein　von　Q互κr6刎

κ肋beherエschter　Wa1d，deエzum川icio－Ab1eセetu皿｛iエmae　zu　stellen　ist．Die

G伽ゐ〃｛α加∫〃〃o｛ゐ5｛一9r伽”刀orα一C伽肋一〇が主56刎μゐ肋var．5励o脇｛一Gese11scha｛t　kommt

als　edaphische　SchluBgese11scha｛t　auf　Berg沌cken　vor，wo　der　Boden｛1achgr岱nd王g　isξoder

貧hnIiCh　eXtreme3edingungen　he汀SChen，　Reute　iSt舳Ch　die　Gαブゐ加αゴα5刎加0主ゐ5f．

gグ”〃ぴZoブα一Cα5肋フーoか圭5c刎砂〃〃αvar．伽わo〃かGese／lschaft　als　E王satzgese11scha壬t　weit　ver－

breite宅，wo　die　Arisaematoエingentis－Machiletu㎜thunbergii－und　die

Symplo　co　g1au　cae－Castanopsietum　siebo1dii・W註1der▽emichtet　wurden．

　　　Die　y必〃舳〃り砂o〃｛じα刎一ア伽伽｛α〃泌3－Gese1lscha｛t　w婁chst　im　Kむstengeb壬et，wo　ihre

dichten　Best養nde㎜ter　regelm搬ge伽Sch1ag　einen　Sek㎜d直r－Wald　bi1den．

　　　Au壬windgeschorenen　Fe1sen　am　Meer　entwickeln　sich　das　E　u　o　n　y】］ユo－P　i　t　t　o　s　p　o　r－

etum　tobi工aeun（ldas　Cyrセo血io－Litseetu㎜japonicae　als　nat舳iche，nied一
工ige　W蓋Ider．
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　　　Als　Gebusch－und　Krautpflanzengese1王sc王〕aften　findet　man　je　nach　den　natむlichen　Stan－

dorts　bed1ngungen㎜d　nach　den　verschiedenen　mensch1ichen　W1rk㎜gen　Ersatzgese11schaf芝en

aus　folgenden　K王assen，Ordnungen　und　Verbanden；

1．C　a㎜e11i　e　t　e　a　j　a　p　o　n　i　c　a　e　Miyawaki　et　Ohba1963

　　　　Camel1ietaユ三a　j　aponicae　Oda　et　Sumata1966

　　　　　　Ardisio－CastanopsionM三yawakietal．！971

　　　　　　　〃α435zψα一あαvar一ノα〃oηたα一肋｝一蛇沮肋£〃一加rφ｛一Gese1玉schaft

　　　　　　　Arisaemato　ringentis－MachHetu汕thunberg三i　Miyawakietal．

　　　　　　　　　1971

　　　　　　　S　y㎜pl　o　c　o　gl　au　c　ae－C　as室an　o　p　s　ie完u　m　s1e　b　o　l　d　i　i　Miyaw永i　et　aL

　　　　　　　　　王971

　　　　　　　G”・ゐη｛αノ伽刎加o主6ωf．9ブ伽”〃orα一C伽肋η砂ぬα4砂〃励αvar．曲ろo〃かGesel｝一

　　　　　　　　　SChaft

　　　　　　　　y泌〃ブ刎伽ノ砂α～主α〃トP伽伽6α〃批〃5－Gese1lsch盆ft

　　　　　　　E　u　o　n　y　m　o－P　i　t　t　o　s　p　o　r　eξu　m　t　o　b　i　r　a　e　Miyawaki　et　a1，197工

　　　　　　　Cyrtomio－Litseetum　japonicaeSu1皿ata，Mashibae［Suz．一Tok一王969

　　　　　　S　a　k　a　k王o－C　y　c　l　o　b　a｝a　n　o　p　s玉o　n　Suganuma　e主Suz．一Tok－1965

　　　　　　　D　i　s　t　y1i　o－C　y　c1o　b　a1a　n　o　p　s　i　e　t　u㎜Nomoto　et　Suganu㎜a1965

　　　　　　　I11icio・Abietetum｛ir㎜aeSuz．一Tok．1961

2．F　a　g　e芝e　a　c　r　e　n　a　t　a　e　Miyawaki，Ohba　et　Murase1964

　　　　Q　u　e　r　c　e　t　a1王a　s　e　r　r　a　t　o－g　r　o　s　s　e　s　e　r　r　a　t　a　e　Miyawaki　et　al．1971

　　　　　　Ze王kovion　serrataeMiyawakietal．王977

　　　　　　　　Pel1ionio－Ze1kove乏um　seHataeSuz．一Tok．1975

　　　　　　C　a　r　p　i　n　i　o－Q　u　e　r　c　i　o　n　s　e　r　r　aξa　e　Miyawaki　e室a王．1971

　　　　　　　　Q惚グα‘∫∫8ブグα肋一Gese11schaft

　　　　　　　　λ肋ωカナ閉”C”がη砒5／α”4Zoグα一Gese1王scha｛t

　　　　　　　　C”が〃〃∫1α工圭刀orα一Gesenscha壬t

3．Saliceteasacha王inensisOhba1973
　　　　S　e　d　o－S　a王三c　e　t　a1i　a　s　u　b　f工a　g　H　i　s　Okuda1978

　　　　　　S　a1玉c　i　o　n　s　u　b　f　r　a　g　i1i　s　Okuda1978

　　　　　　　　8α正㍍ぴ｛oεαゆα一Geseuscha｛t

　　　　　　S　a1i　c　i　o　n　g　r　a　c　i　l　i　s　t　yユa　e　Ohba1973

　　　　　　　　S　a　l　i　c　e　t　u　m　g　r　a　c　i　l　i　s　t　y1a　e　Minam三kawa1963

4．Ro　s　e　te　a　m　u1ti　f1o　r　ae　Ohba，Miyawaki　et　Tx．1973
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　　　　　　　　8θ1．c1蛇糀主αブαc6伽o∫α一3〃批〃oη｛α加”砂乃ツ〃α一Gese1呈schaft

　　　　　　　　Broz4∬o〃8〃α加3刎ク％r｛一D刎脆三αα・伽α肱一Gesellschaft

　　　　　　　　C〃∫α1加加αゴ砂o〃北α一Gese11scha｛t

　　　　　　　　α〃o閉伽｛〃㎜αα材〃η一R05αη吻〃刀orα一Gese11schaft

　　　　　　　　CαZツ5加φαゴ砂o〃｛ω一沢o∫α刎α倣刀oグα・Gesenscha壬t

　　　　　　　　α06〃放o〃oあoηα伽刎一Gese11scha｛t

　　　　　　　　1刎μrα肋むツ〃〃∂ブ6oα▽ar。左03〃圭g｛｛一ア眺1一”・｛αZoあα肋一Gese1lscha壬圭

5－Viticetea　rotundifoIiaeOhba与Miy里w放ieξTx．1973

　　　　　V三ticeta1iaエotundifo1iaeOhba，M三yawakietTx．1973

　　　　　　Ischaemo－V三ticionエotundifo1玉aeOhba，Miyawakie室Tx．1973

　　　　　　　　五mperato　cylindricae－V呈ticetum　rot1」nd三foliaeOhba，

　　　　　　　　M1三yawak三et　Tx．1973

　　　　　　　　！三：ψんor肋αノoZ肋〃ガーGese1lscha｛t

　　　　　　　　Cr加〃刎ω｛α此砒刎var一ゴψo，一北〃η一Gesel1schaft

6．G1e　h　n玉e　t　e　a　l　i　t　t　o　r風1i　s　Ohba，Miyawaki　et　Tx．！973

　　　　　G1ehnietalia1i圭toエa1…sOhba，lM1iyaw放ie全Tx、ユ973

　　　　　　　C　a　r　i　c　i　o　n　k　o　b　o　m　u　g　i　Ohba，Mliyawaki　et　Tx．1973

　　　　　　　　Wedelioprostratae－Zoysietu㎜macrostachyaeOhba，Miyawaki

　　　　　　　　　　et　Tx．1973

　　　　　　　　ハ企∬8rκん棚〃加5必61一北α一Gesellscha｛t

　　　　　　　　C”一8”〃批刎〃α一Geseuscha｛t

7．M　is　c　anthe室e　a　s　inens　is　Miyawaki　et　Ohba1970

　　　　　Miscanをhetalia　sinensisMyaw放ietOhba！970

　　　　　　　M　i　s　c　a　n吉h　i　o　n　s　i　n　e　n　s　i　s　Suz、一Tok．et　Abe1959ex　Suganuma1970

　　　　　　　　Themedo－Miscanthetum　sinens呈sItowetNagasaki！974

　　　　　　　　　λ肋r5泌〃Zα棚5－M｛56αη肋狐5加α一5｛5－Gesenschaft

　　　　　　　　　1刎μ1・α肋むツ励〃r｛6αvar．尾08ηな6ポM｛κ伽挑批55加θ刎｛∫一Gese11scha｛t

　　　　　　　P　e　u　c　e　d　a　n　i　o　n　j　a　p　o　n　i　c　a　e　O］］ba197！

　　　　　　　　　Heteropappo　arenarii－Asteエetum　spaξhulifo1iiass－nov－

　　　　　　　　　C”・3”oαん眺刎6∫var．ブo肋5玄α一M主56伽桃〃∫56〃舳∫｛5－Gesellschaft

　　　　　C　a　r　i　c　e　t　a1i　a　n　e　r　v　a　t　a　e　Sugammaユ966

　　　　　　　Z　o　y　s　i　o　n　j　a　p　o　n　i　c　a　e　Suz、＿Tok，et　Abeユg5g　ex　Suganuma！g70

　　　　　　　　　C　e　n　t　e　l10－Z　O　y　s　i　e　t　u㎜　j　a　P　O　n　i　c　a　e　ItOw1970

8．Ad三antetea　Br．一B1．1947
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　　　　　Ad三antetalia］3エ、一B1．ユ93！

　　　　　　　Aδ量ant三〇n　Br．＿B1．亙931

　　　　　　　　Pogoグ〃加1・〃刎αづ〃肋刎一助加〃o刎〃主5〃ガoプα一Gesel1scha壬圭

9．Asteretea　tripolium　Westhoff　et　Bee｛tink1962

　　　　　Z　o　y　s三e　t　a1i甑　s　i　n　i　c　a　e　n　i　p　P　o　n　i　c　a　e　Miyaw乱ki　et　Ohba1969

　　　　　　　Z　o　y　s　i　o　n　s　i　n　i　c　a　e　n　i　p　p　o　n　i　c　a　e　Miyawaki　et　Ohba王969

　　　　　　　　Ar圭e㎜isie芝um　fukudo　MiyawakietOhもa1969

　　　　　　　　ルな106〃〃α5わ扮批刎・Gese1王scha壬t

lO，P　h　r　a　g㎜i　t　e　t　e　a　Tx．et　Pエsg．1942

　　　　　phエagmiteta王i盆e肘osibiricaTx．etPrsg．1942

　　　　　　　Phrag狐ition　W．Kocい926

　　　　　　　　Pんチ．αg刎伽5伽∫かo1｛∫一Gese1lschaft

　　　　　　　　Z独舳加1励｛力Z6α一Gese1呈schaft

　　　　　　　　C　a工i　c　e　t　u㎜　s　c　a　b工i壬o1i　a　e　Mliyawaki　et　Ohba1969

　　　　　　　　乃少んα舳g砒∫肋童α・Gese1王scha壬t

　　　　　　　　C1α6加刎6〃惚η56－Gese1lschaft

　　　　　　M　is　can　th　o　s　a　c　ch　ar山o　r1－phr　ag血i　ti　o　n　Miyawaki　eセOkuda1972

　　　　　　　　Miscan言hetum　saccharif1oriMiyawakietOkuda1970

　　　　　　0enan芝ho　javanicae・Phalarid三〇n　arundinaceae　Miyawaki　et

　　　　　　　　Okuda！972

　　　　　　　　0en　an　tho－Ph　al　aridetu　m　a工u　n　d　in　a　ce　ae　Miyawaki　et　Okuda1972

　　　　　M　a　g　n　o　c　a　r　i　c　e　t　a1i　a　Pign．1953

　　　　　　Gal1o　brev三peduncuIato－MagnocaricionMiyawakietFujiwara1970
　　　　　　　　C　a　r　i　c　e　t　u　m　d　i　s　p　a王a　t　a　e　Miyawaを主e言Okud盆！972

　　　　　　　　C〃επη8刎o∫肋ε伽∫一Gese至玉scha壬t

　　　　　　　　ムκゐ舳gloろo∫α一Cα1α刎αgr05ぬ砂主g6o∫一Gesellschaft

11．Potamogetonetea　Tx．etPエsg．1942

　　　　　　　　η一砂αゴψo〃cα一Gese1lschaft

　　　　　　　　励・伽8〃ακ加θみ召ブ6－Gese11schaft

王2，Artemis壬etea　principis　MiyawakietOkuda1972

　　　　　A　r言e醐i　s　i　e　t　a　l　i　a　p　r　i　n　c　i　p　i　s　Miyawaki　et　Okuda王972

　　　　　　　　Boehme工io－Ange1icetum　japonicae　ass，nov．

　　　　　　　　他μα舳・5α加砒5var一ゐoブ肋56・£・α幼伽主・彦ブo肋∫・Ge・・11sche｛t

　　　　　　　　COrツ∂α”5ん8伽ブ06”ブα一λ5ψαrαg批∫Zαε｛6〃5－Gese1王scha｛t
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　　　　　　　　Zα刎〃刎あαグあα肋刎一303ん刎ぴ｛α〃φo珊o〃細ω一Gese1lscha般

　　　　　　　　Po1ツ9o舳刎ωψ〃α肋刎一Geseuscha｛t

　　　　　　　　Kα〃刎ぴ｛∫ツoηz6〃α一λれ6閉｛∫加α仰・｛κψ5－Geseuschaft

13，Klasseuzugehδrigkeit　noch　o妊en

　　　　　P1a　n芝a　g三n　e　t　a　I　i　a　a　s三a芝i　c　a　e　M云yawaki！964

　　　　　　Ag　r　o　p　yr　o　k　a㎜o　ji－Ru　mi　cion　j　ap　o　n　i　c　ae　Miyawaki　et　Okuda！972

　　　　　　　　R〃π6zメ砂o〃σ狐・Geseuschaft

　　　　　　p　o玉y　g　o　n　i　o　n　a　v　i　c　U　l　aエi　s　Br．一B1王931

　　　　　　　　E　r　a　g　r　o　s　t　i　o　f　e　r　r　u　g　i　n　e　i－P1a　n　t　a　g　i　n　e　t　u　m　a　s　i　a　t　i　c　a　e　Tx－1977

14－S　a呈s　o1e　t　e　a　k　o　m　a　r　o　v　i　i　Ohba，Miyawaki　et　Tx．1973

　　　　　Sa1so玉etalia　komaroviiOhba，MiyawakietTx．1973

　　　　　　S　a1s　o　l　i　o　n　k　o㎜a　r　o▽i　i　Ohもa，Miyawaki　et　Tx．！973

　　　　　　　　Ca1ystegio　so1dane】1段e－SalsoletumkomaroviiOhba，Miyawaki

　　　　　　　　　　e言Tx．1973

　　　　　　A室rip1呈cion　gme｝iniiOhba，M三yawakietTx．1973

　　　　　　　　C01’ツ∂αZ｛∫加加roc”ψα一丁8炉αgoη6α狛かαgo〃o〃6∫一Gesellsch盆｛t

　　　　　　　　3αα∂αg1α鮒α・Gese工1scha｛t

ユ5－Sagineをea　maximaeOhbaetSugawara1978

　　　　　Setario　pachystachyos－Saginetalia　maximaeOhbaetSugawara1978

　　　　　　Setario　pachys室achyos－Saginion　maximaeOhbaetSugawara1978

　　　　　　　　Setar三〇pachysセachyos－Saginetum　maximaeass．nov．

16．ChenoPodieteaBr．一B1，195王

　　　　　C　o皿㎜e1i　n　e室a1三a　c　o　m㎜u　n　i　s　Miyawaki1969

　　　　　　　C　y　p　e　r　o－M　o　l　l　u　g　i　o　n　s　t　r　i　c　t　a　e　Miyawaki！969

　　　　　　　　P1ne11i　a　tem　at　a－Eu　ph　o　r　b　ia　p　s　eu　do　cha㎜ae　s　y　ce－Ass．Miyawaki

　　　　　　　　　　1969

　　　　　　　　Phy11anthus　u　r1naria－Lindemia　cmstacea－Ass．Miyawaki王969

　　　　　　　　亙τ6g召roη6伽αゐ〃5｛5一五r｛9召roη醐刎αか肋5｛∫一Gese11scha｛t

　　　　　　　　／1刎αア・αη6ん砒5　Z6η64批5＿（｝eseHschaft

　　　　　　　　08〃o舌加rα5〃ζ肋一Gese1lschaft

17．O　r　y　zete　a　s　a吉iv　ae　M1yawaki1960

　　　　　Cyp　ero－E　chino　chlo　e言ali　a　o　r　yzo　i　d　i　s　Bo16s　et　Masc1ans1955

　　　　　　　0ryzo－Echinoch｝oion　oryzoiδisBo16setMasclans1955

　　　　　　　　Sagitta】＝io－Monochor玉etuInMiyawaki1960
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18．

！9．

B　i　d　e　n　t　e　t　e　a　t　r　i　p　a　r　t　i　t　i　Tx．，Lohm．et　Prsg．1950

　　B　i　d　e　n　t　e　t　a　l　i　a　t　r三p　a工t　i　t　i　Br．一Br．et　Tx．1943

　　　A王opecurion　amurensisMiyawakietOkuda1972

　　　　　S之e玉｝ario－Ranuncu1etum　cantoniensisM三yawakie全Okuda！972

　　　P　a　n　i　c　o－B　i　d　e　n　t　i　o　n　f　r　o　n　d　o　s　a　e　Miyawaki　et　Okuda1972

　　　　　C　h　e　n　o　p　o　d玉o－X　a　n　t　h　i　e室u㎜　s　t　r　u㎜a　r三三M王yawaki　et　Okuda！972

　　　　　Po王ygo　netu　m　thu　n　be　rgii　Lohm．et　Miyawak11962

　　　　　PoZツ8伽〃刎ク〃8勿r刎｛∬砒伽一Gese王1schaft

　　　　　戸oZツ8伽〃刎んツみoψφ伊一Gese1lschaft

　　　　　PoZツ9o舳〃zかなo〃oεα砂〃刎・Geseuscha壬t

　　　　　PoZツ9o〃砒刎ゴ砂oηまc秘伽・Gese1lscha｛t

K1assen－und　Ordnungszugehδrigkeit　noch　of壬en

　　　C王ero　dendro－Mallotion　j　aponicae　Ohba1970

　　　　　Fαgα〃α〃伽肋o〃θ卜五｛〃ゐグα〃r｛o6orα一Geseuschaft

　　　　　A必主岩加加Z泌r｛∬ゴ〃一Geseuscha二ft

　　　　　α刎刎ク”・η｛力〃α一Gese11schaft

　　　　　B1・o刎∬o〃θ加α加劫ηo是主一Gese11schaft

　　　L　i　n　d　e工n　i　o　n　p工o　c　u㎜b　e　n　t三s　Miyawaki　et　Oku（玉a1972

　　　　　Fimbエisty1i　detu醐マeエru　cifer　ae　Miyawaki　et　Okuda1972

　　　　　五Zω61一”・圭5ツo是oκα2∫｛5一＆カ仰‘3〃κo1α彦z45－Gese1｝scha壬t

　　　　　　　　　Crypsinus　hastatus－Conandron　mmond玉oides－Ass．M王yawak三

　　　　　　　　　　　197！

　　　　　　　　　Fi㎜bristy1主detum　fermg三neaeOhba1970

　　　　　　　　　PZαりoαrツα5ケo〃Zκεα一Gese1lschaft

　　　　　　　　　H伽jω∫尻α刎αわo－Gesellschaft

　　　　　　　　　〃主50αη肋刎∫Zor〃〃批5－Gesel1schaft

　　　　　　　　　A閉η406oη伽一Geseuschaft

　　　　　　　　　C　r　a　s　s　o　c　e　pムa！u　m　c　r　e　p　i　d　i　o　i　d　e　s－E　r　e　c　h　t　i　t　e　s　h　i　e工a　c　i　f　o　l　i　a－Ass．

　　　　　　　　　　M至yaw盆kiエ967

　　　　　　　　　五c〃舳c〃oαα’砒3－9αZ1｛一λ∫肋一5〃あz〃α肋5・Gese1ls出aft

　　　　　　　　　1刎μ1・α肋むy｛〃6ブ北αvar．尾o伽6966－P危閉9刎伽5ω∫かαZ｛5－Geseuschaft

20．　Foエsten

　　　　　　　　　C倣肋鮒｛α切ol・｛むα一，Cん舳鮒抄αブ｛5・凸f伽α一，α舳〃妙”公枇脈1・α一Fo・st
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　　　　　　　　　戸｛η砒5　∂θη5圭アZorα一Fo］＝st

　　　　　　　　　P室伽4∫伽〃ゐぴψ・F0工St

　　　　　　　　　アゐツ〃03肋εゐツ5乃召勿r06ツ6／α王。御必ωα郷一，P危ツ〃03肋6ゐツ36α閉あ刎o〃ω一Bestand

　　　　　　　　　PZ6｛o〃ω肋∫曲ηo珊6｛一Geseuscha｛t

　　　　　　　　　C伽・砒∫z〃一5〃刎一〇bstgarten，丁加α曲！8〃5｛∫一Ga王ten

　　　　A鐵f　Grund　d三esemach　pf工mzensozic1ogischen　Methoden　geg1玉eder室en　Vegetaticnse玉nheiten

wurde　eine　Kartierungsanweisung紬r　die　Herste1lung　der　Vege敏ionskar室en　i㎜Ge1独de

gemacht．F倣Genkai　und　seine　Umgebung　mit30km　i㎜Radius　wurde　i㎜Ma8s亡ab1：

50，000auf　der　topograph1schen　Karte　eine　Karte　derエealen　Vegetat三〇n　dargeste1lt（Karte

I）．Wei室e王wurde　um　das　Atomkraftwerk　Genkai　als　Mi圭telpu由im　Bereich　vonユk㎜

Radius　dieエea1e　Vegeξation　mδglichst　gen舳kartiert（Karte　n，nI）．

　　　　D1ese　breit般chigen　vegetationskundhchen　Untersuchungen　dienten　zusammen皿i竜der

Kartiermg　der工ealen　sowie　der　potentiellen　naξurlichen　Vegetation　dazu，um他r　den　Na・

t岨schutz　und　die　An豆age　von　UmweItschUtzw套Idem　vegeセationskundIiche　Vorsch玉査ge　zu

㎜acheハ．Fむden　Bereich　des　Atomkエaftwerks　Genkai　md　se三ne　Randzonen　wurde　eine

Standor毛s装arte（Ma6stab王：王0，000in　Kar迂e至V）紬エdie　An1age　von　U㎜we玉｛schutzw養Idem

hergeste11t，Nach　der　potentiellen　nat服1ichen　Vegetation　wurden　die　standortsge㎜註Ben

Holza工ten　bestimmt　und　in　den　Tabenen（Tab．76～79）zusammengesteut．
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